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いちょう  12月号 

【 教 育 目 標 】 豊 か な 心 を も ち  元 気 で 学 び 合 う 児 童 を 育 む 

２学期も残すところわずかとなりました。本校３階から見える富士山の姿が益々冴え

て、爽やかに朝のスタートをきることができます。２学期は多くの校外学習が実施でき、

各学年とも充実した学習になりました。 

また、11月の学校開放日にはお忙しいところたくさんの保護者の 

皆様にご来校いただきましてありがとうございました。師走に入り 

さらに寒さが増しますが、子どもたちが元気に登校できますよう、 

さらなる健康管理をよろしくお願いします。 

 

併せて、衣服で調節できるよう天候に合わせた着衣をお願いします。 

 

 延期した修学旅行に行ってきました。６年生が全員揃って参加できたことを何よりう

れしく思います。クラスの友達と一緒に過ごすかけがえのない時間がたくさんの思い出

となってみんなの胸に刻まれました。保護者の皆様のご協力に感謝いたします。 
 

  

 
「おにごっこ あそんでくれて ありがとう」 栗崎 璃央さん（1-1） 

「みんなのえがお やさしさあふれて げんきいっぱい」 栗崎 麗空さん（2-1） 

「思いやり みんなのえがお うれしいな」 三田 舞凛さん（3-1） 

「いじめない みんなで作ろう 楽しい世界」 知久 梨花さん（3-2） 

「心配ない みんな笑顔で 学校に」 大塚 健真さん（4-1） 

「友達に 言っていいこと 悪いこと」 赤坂 きおらさん（4-2） 

「思いやり 笑顔の花を さかせよう」 吉田 和奏さん（5-1） 

「『楽しいね』 みんなで咲かそう 笑顔の花」 関塚 さくらさん（5-2） 

「その言葉 周りを明るく できるかな」 竹内 日菜さん（6-1） 

思い出大漁🍀６年生 修学旅行ＨＰ 

 

 

   

    日光東照宮陽明門     ホテル三日月での夕食  部屋でのフリータイム 

人権標語＊人権週間に全員が書いた標語の中から、代表作品をご紹介します。 
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順

位 
１ 年 

 

３ 年 

 

５ 年 
男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 

1 三田 瑛慎 山﨑 陽葵 石塚 大翔 小関 結愛 石塚 蒼介 五十畑 優羽 

2 赤羽 佑太 鈴木 芽衣 五十畑 一翔 中山 樹奈 玉野 陽理 吉田 和奏 

3 森 開千 田村 桜子 久米 空都 北村 彩華 羽鳥 世夏 知久 杏樹 

4 森 つばめ 齊藤 望羽 野村 怜央 三田 舞凛 関根 悠眞 赤羽 心咲 

5 吉田 悠大 藤沼 帆乃咲 三橋 幸之助 田中 音羽 越沼 琉空 柴田 花音 

6 

 
船田 栞穂 小野 琉空斗 阿部 紗花 藤田 翔賢 藤沼 理知恵 

7 
    

竹澤 陽菜 

8 田熊 美奏 

 
順

位 
２ 年 

 

４ 年  ６ 年 
男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 

1 森下 睦斗 谷内 未愛 関根 慧音 森 実千葉 松島 璃音 福地 佑珠 

2 島田 一輝 山田 茉桜 吉田 遥人 谷内 絢香 長竹 蒼葉 森 千歳 

3 吉田 健人 坂本 莉央音 大塚 健真 山崎 沙織 吉田 琉人 関根 瑚々夏 

4 石塚 翼 中嶋 朱理 松本 翼 舘野 琉佳 田中 太陽 大出 優圭 

5 

  
井樽 健人 関塚  あさひ 松島 颯弥 野邉 歩花 

6 関根  蒼汰郎 
 

舘野 玲斗 
 

7 福地 琉勇 野村 虎珀 

 

 

 

６年間の積み重ねの成果として表彰を受け 

ました。おめでとうございます。 

☆ 栃木市教育振興大会善行功労児童表彰 

関口 昊さん 
☆ 栃木市青少年問題協議会模範児童表彰 

野邉 歩花さん 
☆ 下都賀地区振興大会模範児童表彰 

阿部 陸斗さん  加藤 翼さん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🏃💨校内持久走大会入賞者🏃💨ＨＰ（各学年の３割のため、学年毎に人数が異なります） 

 児童表彰＊６年生 

 

 

☆ ワールドカップ開催に思う ～誰にとっても平和な未来になることを願って～ 

先月の人権週間では、さまざまな人権問題について考える機会となりました。折しも、11月

20日からワールドカップが始まりました。サッカーファンとしてだけでなく 、このように世界

各国が集まってスポーツの大会が催されることは、平和の象徴のひとつであり、大変嬉しく 思い

ます。しかしながら、今回の大会は、開催時期が大きく ずれたことだけでなく 、人権問題等さま

ざまな課題が報じられています。そして、世界から戦争がなく なっていないことも事実です。 

ワールドカップの観戦を楽しみながら、子どもたちが生きる未来が、ひとりひとりが好きなこ

とを追求したり好きなことを楽しんだりできる平和な世界であることを願わずにいられません。 

人権を重んじるとは、相手のことを大切にすること、人の命を大切にすること、平和を願うこ

とだと思います。平和な未来のために、平和を愛する心を育んでいきたいと思います。 

ＨＰはホームページ 

でもご覧になれます 

 
３年生「蔵の街秋祭り」５年生「足

尾植樹体験」、学校運営協議会、花い

っぱい集会など、記事が盛りだくさん

です。ぜひご覧ください。また、各記

事への[投票]をお願いします。 

 

 


